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学術講演会セッション 
番号・セッション名      
(SessionNo.-Session 
Name) 
 

学術講演会セッション番号：2 
セッション名：先進ガソリン機関技術 II 

講演タイトル 
（Title） 

RDE 規制に対応したすす排出量低減のための吸気ポ

ート噴射システムの加熱技術 
講演者名 
(Speaker name) 
所属名 
(Affiliation) 

田中 直之 
本田技研工業 

誤 
(Incorrect) 
 

消費電力と国内 WLTC 燃費との関係から燃料消費量

増加率を算出した． 

正 
(Correct) 

消費電力と WLTC 燃費との関係から燃料消費量増加

率を算出した． 
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   学術講演会予稿集正誤表 

            ( Errata of Proceedings/Summarized Papers) 
  
学術講演会セッション 
番号・セッション名      
(SessionNo.-Session Name) 

【セッション No.】10 
【セッション名】自動車の運動と制御 I 
【講演番号】043 

講演タイトル 
（Title） 

ホイール接合部の剛性がタイヤ動特性および操縦安定性に及ぼす影響 
Influence of Wheel Hub Fixing Stiffness on Tire Dynamic Performance 
and Driving Stability 

講演者名 
(Speaker name) 
所属名 
(Affiliation) 

平野 敦史 
Atsushi Hirano 
(株)本田技術研究所 
Honda R&D Co., Ltd. 

誤 
(Incorrect) 

P.1 2．右段上から 2 行目 

また接地点横剛性さらに 
正 
(Correct) 

P.1 2．右段上から 2 行目 

またホイールのキャンバ角変化とタイヤ静荷重半径より求まる，タイヤ変形

分を含まない仮想の接地点横剛性（以下，接地点横剛性）, さらに 
誤(Incorrect) P.3  Fig.4 の凡例，Spork section 

正(Correct) P.3  Fig.4 の凡例，Spoke section 

誤 
(Incorrect) 

P.4 3.3. 左段下から 13 行目 
半径より求めた．またナット頭頂部 3点を結んだ仮想面のキャンバ角変化を 

正 
(Correct) 

P.4 3.3. 左段下から 13 行目 
半径より求めた．またブレーキロータ面のキャンバ角変化を 

誤 
(Incorrect) 

P.4 3.3. 左段下から 4 行目 
リム横変位が前輪で 4%，後輪で 2%減少し，一方で 

正 
(Correct) 

P.4 3.3. 左段下から 4 行目 
リム横変位が前輪で 2%，後輪で 4%減少し，一方で 

誤 
(Incorrect) 

P.4 3.3. 左段下から 1 行目 
タイヤ横変位とタイヤ横力の関連性は高い (7)(図 11)． 

正 
(Correct) 

P.4 3.3. 左段下から 1 行目 
タイヤの横変位と横力の関連性は高い (7)．なお他のホイールでの剛性試験に

おいても同様にリム横変位が減少するとタイヤ横変位が増加する傾向がみら

れ，関係を模式的に図 11に示す．タイヤ接地性の変化等が一因として考えら

れるものの要因については今後の課題である． 

誤 
(Incorrect) 
 

P.6 4.1.  左段上から 20 行目 
ホイールとタイヤは直列に結合されたばねとみなせる．タイヤ横力が横変位

にほぼ比例すると仮定し，また本稿の周波数応答試験のように前輪実舵角が

3 度以下と小さい場合にはタイヤ横力はコーナリングスティフネスにほぼ比

例する (7)と考えると，ホイール剛性の変化からタイヤ横変位さらにタイヤ横

力の変化をおよそ見積もることができると考える． 

正 
(Correct) 

P.6 4.1.  左段上から 20 行目 
本稿の周波数応答試験では前輪実舵角が約 3度以下(舵角 42度)と小さく，タ

イヤ横力はコーナリングスティフネスおよび横変位にほぼ比例する (7)と考え

られ，ホイール剛性変化によるタイヤ横変位の変化を台上で実測することで

タイヤ横力の変化をおよそ見積もることができると考える． 

学術講演会運営事務局 jsae@gakkai-web.net 宛にご提出ください。 
(Please send to  jsae@gakkai-web.net ) 
 

講演番号:043 文献番号:20215043 

mailto:jsae@gakkai-web.net
mailto:jsae@gakkai-web.net


   学術講演会予稿集正誤表 

            (Errata of Proceedings/Summarized Papers) 
  
学術講演会セッション 
番号・セッション名      
(SessionNo.-Session 
Name) 
 

No.58・車体構造の設計・評価・形成技術の新展開 I
（OS） 

講演タイトル 
（Title） 

接着接合強度に対する被着体及び接着層の影響調査

（第 2 報） 
静的強度と疲労強度の実験による考察 

講演者名 
(Speaker name) 
所属名 
(Affiliation) 

小熊 博幸 
物質・材料研究機構 

誤 
(Incorrect) 
 

Fig. 5 Specimens after static tests (Adhesive E, ta = 
0.15mm) 
 
Fig. 8 (b) Adhesive G (Pmax = 3,000N, Nf = 22,596) 

正 
(Correct) 

Fig. 5 Specimens after static tests (ta = 0.15mm) 
 
Fig. 8 (b) Adhesive G (Pmax = 3,000N, Nf = 978,136) 
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